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広 告

▼
最
近
お
気
に
入
り
の
詩
が

あ
る
。「
私
は
私
の
こ
と
を
す

る
。
あ
な
た
は
あ
な
た
の
こ

と
を
す
る
」（「
ゲ
シ
ュ
タ
ル

ト
の
祈
り
」）。自
分
は
何
も

で
き
な
い
と
思
っ
た
と
き
、

よ
く
読
ま
れ
る
詩
だ
▼
最
前

線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
戦
う
医
療
従
事
者
に
、

Twitter

で
は
あ
る
言
葉
を

添
え
て
応
援
す
る
と
い
う
。

「
♯
医
療
従
事
者
に
エ
ー
ル

を
」
▼
た
だ
、
元
気
が
も
ら

え
る
取
り
組
み
だ
と
思
う
傍

ら
、
添
え
て
あ
る
言
葉
に
引

っ
掛
か
り
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
。
例
え
ば
「
私
た
ち
に

は
何
も
で
き
な
い
け
れ
ど
」

の
一
言
だ
。Stay hom

e

が

叫
ば
れ
る
中
、
家
に
い
る
だ

け
で
何
も
協
力
で
き
て
い
な

い
と
感
じ
る
人
も
多
い
の
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
中
、
患
者
と

向
き
合
う
医
療
従
事
者
が
、

ど
こ
か
別
世
界
で
頑
張
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

の
も
無
理
は
な
い
▼
家
に
い

る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
。
先
日
、

小
池
都
知
事
の
動
画
を
偶
然

目
に
し
た
。
私
た
ち
が
意
識

す
る
か
し
な
い
か
で
、
30
日

後
の
感
染
人
数
が
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
く
る
と
い
う
。
全
く

意
識
し
な
い
場
合
１
人
か
ら

４
０
６
人
に
感
染
し
て
し
ま

う
の
に
対
し
、
75
％
が
意
識

す
る
と
２
・
５
人
に
ま
で
抑

え
ら
れ
る
と
い
う
▼
「
ゲ
シ

ュ
タ
ル
ト
の
祈
り
」
に
は
続

き
が
あ
る
。「
私
は
私
、あ
な

た
は
あ
な
た
」。医
療
従
事
者

は
日
々
頑
張
っ
て
い
る
。
私

た
ち
も
家
で
我
慢
し
て
い

る
。
エ
ー
ル
を
送
る
の
は
彼

ら
に
だ
け
で
は
な
い
。
私
た

ち
は
自
分
に
エ
ー
ル
を
送
り

つ
つ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
い
い
。
い
つ
か
く
る
終

息
を
願
っ
て
。（
石
本
暉
乃
）

空

天
馬

　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て
い

る
第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る「
松
本
賞
」。そ
の
第
24
回

選
考
委
員
会
が
３
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
者

は
、
岡
山
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
顧
問
で
あ
る
平
松
祐
司
氏
（
68
）
に
決
定
し
た
。

　
当
日
は
、
選
考
委
員
会
委

員
な
ら
び
に
過
去
の
受
賞
者

か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の

功
績
調
書
を
も
と
に
、
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
岡
山
市
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
顧
問
・
平

松
祐
司
氏
（
68
）
の
受
賞
が

決
ま
っ
た
。
こ
れ
で
受
賞
者

１
版
、
第
２
版
の
発
刊
に

関
わ
り
、
わ
が
国
の
周
産

期
医
療
改
善
に
貢
献

２
　
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
、
学
会
が

責
任
を
持
ち
正
し
い
医
学

知
識
を
提
供
す
る
手
段
と

し
て
、H

um
an+

、 
Baby+

、
お
よ
び
広
報

紙Anetis

を
発
刊

３
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ（Advanced 

L
ife S

upport in 
Obstetrics

）
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
（B

asic L
ife 

S
u
p
p
o
r
t
 
i
n 

Obstetrics

）
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
学
術

集
会
の
開
催
を
通
じ
て
周

産
期
医
療
に
関
わ
る
人
材

の
育
成

４
　
日
本
産
婦
人
科
手
術
学

会
理
事
長
と
し
て
、
安
全

な
産
婦
人
科
手
術
の
確
立

と
普
及
に
努
め
、
手
術
書

Ｏ
Ｇ
Ｓ
　
Ｎ
Ｏ
Ｗ
24
巻
を

は
じ
め
多
く
の
手
術
書
を

刊
行
。
全
国
か
ら
紹
介
さ

れ
る
数
多
く
の
子
宮
筋

腫
、
子
宮
腺
筋
症
で
悩
む

女
性
に
対
し
妊に

ん

孕よ
う

能
温
存

手
術
を
提
供

５
　
日
本
糖
尿
病
・
妊
娠
学

会
理
事
長
と
し
て
、
妊
娠

糖
尿
病
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
法
の
決
定
、
診
断
基
準

の
改
定
、
グ
リ
コ
ア
ル
ブ

ミ
ン
を
用
い
た
新
し
い
管

理
の
提
唱
、
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
。
将
来

の
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
法

の
研
究
を
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研
究

と
し
て
実
施 

６
　
岡
山
県
に
お
い
て
は
、

周
産
期
医
療
協
議
会
内
に

母
体
死
亡
、
周
産
期
死

亡
、
乳
児
死
亡
を
分
析
し

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
委
員

長
と
し
て
15
年
間
運
営
し

て
き
た
。
ま
た
、
最
近
で

は
携
帯
電
話
を
使
用
し
た

迅
速
搬
送
シ
ス
テ
ム
ｉ
Ｐ

ｉ
ｃ
ｓ
ｓ
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
岡
山
県
の
全
産

婦
人
科
施
設
を
対
象
と
し

た
性
感
染
症
調
査
を
長
年

に
わ
た
り
実
施

＊
＊
＊

　
な
お
、
贈
呈
式
は
６
月
17

日
㈬
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お
い

て
、
本
会
総
会
終
了
後
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

バ
ー
ド
医
科
大
学
ジ
ョ
ス
リ

ン
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
に
留
学

し
、
主
と
し
て
糖
尿
病
の
研

究
に
携
わ
っ
て
い
る
。
17
年

３
月
教
授
退
任
後
は
、
岡
山

市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
顧
問

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
専

門
は
周
産
期
医
学
、
産
婦
人

科
手
術
学
、
婦
人
科
腫
瘍

学
、
糖
尿
病
学
と
幅
広
い
。

　
学
会
活
動
の
主
な
も
の
と

し
て
は
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
の
理
事
、
常
務
理
事
、
副

理
事
長
、
監
事
を
歴
任
。
会

会
）
、
吉
村
泰
典
（
日
本
生

殖
医
学
会
）
、
若
槻
明
彦

（IADPSG2020

）
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
韓
国
産
婦
人
科
学
会
、

台
湾
産
婦
人
科
学
会
の
名
誉

会
員
を
は
じ
め
、
受
賞
歴
も

多
数
あ
る
。

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
領
域
に
お
け

る
業
績
も
顕
著
で
あ
り
、
以

下
に
主
な
も
の
を
列
挙
し

た
。

１
　
産
婦
人
科
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
産
科
編
の
副
委
員
長
と

し
て
６
年
間
に
わ
た
り
第

数
は
36
名
。
内
訳
は
産
婦
人

科
医
31
名
、
公
衆
衛
生
医
師

２
名
、
看
護
職
３
名
と
な
っ

た
（
表
）
。

　
選
考
委
員
会
は
、
木
下
勝

之
（
日
本
産
婦
人
科
医
会
、

当
日
欠
席
）
、
小
西
郁
生

（
日
本
産
科
婦
人
科
学

（
日
本
女
性
医
学
学

会
、
当
日
欠
席
）
石

井
澄
江
（
ジ
ョ
イ
セ

フ
）
、
北
村
邦
夫

（
本
会
）（
敬
称
略
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。

【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
】

　
平
松
氏
は
、
１
９

７
７
年
３
月
、
岡
山

大
学
医
学
部
卒
業

後
、
同
大
産
科
・
婦

人
科
学
教
室
に
入
局

し
、
関
連
病
院
で
研

修
。
大
学
院
卒
業
後

は
、
同
大
に
お
い
て

研
究
、
臨
床
、
教
育

に
取
り
組
ん
だ
。
89

年
同
大
助
手
、
95
年

講
師
、
99
年
助
教
授

（
当
時
）
、
そ
し
て

２
０
０
３
年
４
月
産

科
・
婦
人
科
教
授
に

就
任
し
た
。
こ
の

間
、
00
年
に
は
ハ
ー

長
と
し
て
12
年
度
に

「
夢
い
だ
き
集
え
若

人
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
て
第
64
回
学
術
講

演
会
を
担
当
し
て
い

る
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
日
本
産
婦
人
科
手

術
学
会
理
事
長
、
日
本

糖
尿
病
・
妊
娠
学
会
理

事
長
を
務
め
、
本
年
11

月
に
は
京
都
で
妊
娠
糖

尿
病
の
国
際
会
議

表　「松本賞」これまでの受賞者（敬称略）

平松祐司氏

回次 氏　　名 職業
第１回 石濱　淳美 医師
第１回 村松　　稔 医師
第１回 我妻　　堯 医師
第２回 長池　博子 医師
第２回 松山　榮吉 医師
第２回 本多　　洋 医師
第３回 長野　正男 医師
第３回 玉田　太朗 医師
第３回 木村　好秀 医師
第４回 小林　拓郎 医師
第４回 佐藤　恒治 医師
第４回 丹野かほる 助産師
第５回 堀口　雅子 医師
第６回 北村　邦夫 医師
第６回 林　　謙治 医師
第７回 廣井　正彦 医師
第８回 入内嶋明美 助産師
第９回 麻生　武志 医師

回次 氏　　名 職業
第９回 片桐　清一 医師
第10回 武谷　雄二 医師
第11回 大川　玲子 医師
第12回 黒島　淳子 医師
第12回 吉村　泰典 医師
第13回 安達　知子 医師
第14回 水沼　英樹 医師
第15回 家坂　清子 医師
第16回 水上　尚典 医師
第16回 秋元　義弘 医師
第17回 種部　恭子 医師
第18回 小西　郁生 医師
第19回 久保田俊郎 医師
第20回 岩下　光利 医師
第21回 対馬ルリ子 医師
第22回 我部山キヨ子 助産師
第23回 苛原　　稔 医師

（1996年度～）

第
24
回
松
本
賞

平
松
祐
司
氏
に
授
与

周
産
期
・
産
婦
人
科
を
は
じ
め

医
療
の
発
展
に
貢
献

岡
山
県
在
住
・
産
婦
人
科
医
師  

幅
広
い
専
門
性
と
多
岐
に
わ
た
る
成
果
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政
府
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
等
に
よ
り
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
事
態
が
国
内
で
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
い
ち
早
く
相
談
体
制
を
強
化
し
た
船
津
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
静
岡
県
富
士
市
）
の
取
り
組
み
を
、
同
院
に
勤
務
す
る
船
津
裕
子
さ
ん
に

ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。 

（
編
集
部
）

　
感
染
が
拡
大
す
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）
に
よ
り
、

世
界
中
で
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
）
分
野
の
保
健

医
療
、
包
括
的
性
教
育
と
啓

発
活
動
、
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
基
づ
く
暴
力（
Ｓ
Ｇ
Ｂ
Ｖ
）

の
支
援
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
よ
る

悪
影
響
を
受
け
る
リ
ス
ク
が

最
も
高
い
の
は
女
性
と
少
女

で
あ
る
。
女
性
は
直
接
、
患

者
と
接
す
る
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ

ー
の
大
半
を
務
め
て
お
り
、

他
の
職
業
に
比
べ
て
感
染
リ

ス
ク
が
高
い
。
家
庭
内
に
お

い
て
も
、
女
性
と
少
女
が
圧

倒
的
に
ケ
ア
ワ
ー
ク
を
担
っ

て
お
り
、
子
ど
も
と
高
齢
者

の
家
族
の
面
倒
を
見
る
。
外

出
制
限
に
よ
っ
て
女
性
と
少

女
の
孤
立
が
進
み
、
加
害
者

で
あ
る
家
族
や
パ
ー
ト
ナ
ー

と
強
制
的
に
引
き
こ
も
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
Ｓ

Ｇ
Ｂ
Ｖ
を
受
け
る
リ
ス
ク
が

増
大
す
る
。

　
本
会
も
加
盟
す
る
国
際
家

族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）

に
は
、
平
常
通
り
の
活
動
を

続
け
て
い
る
加
盟
協
会
も
あ

る
が
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど

当
局
の
指
導
を
受
け
て
ク
リ

１ 

．
ス
タ
ッ
フ
の
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
し
、
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
提
供
が
途
絶
え
な
い

よ
う
に

　
役
職
員
20
名
余
の
弱
小
民

間
団
体
で
は
あ
る
が
、
ス
タ

ッ
フ
の
地
道
な
日
頃
の
活
動

が
あ
っ
て
こ
そ
、
本
会
の
運

動
が
支
え
ら
れ
て
き
た
。
い

か
な
る
事
態
に
な
ろ
う
と

も
、
そ
の
手
を
緩
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
19
の
潜
伏
期
間
を
考
慮

し
た
上
で
、
本
会
で
も
初
め

て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
つ
つ

可
能
な
限
り
日
常
業
務
を
止

め
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

る
。

　
本
会
が
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

を
推
進
す
る
際
、
「
指
導
者

養
成
」
は
重
要
な
事
業
の
一

つ
で
あ
る
。
20
年
度
に
計
画

し
て
い
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
場
所
、
い
わ
ゆ
る

　
国
内
外
の
動
き
を
受
け
て
、
こ
の
た
び
、
本
会
理

事
長
・
北
村
邦
夫
が
声
明
を
発
表
し
た
。
要
旨
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
私
は
静
岡
県
富
士
市
の
婦

人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
薬
剤
師

の
傍
ら
思
春
期
保
健
相
談

士
Ⓡ
と
し
て
、
主
に
思
春
期

や
更
年
期
の
悩
み
や
妊
娠
、

避
妊
、
Ｄ
Ｖ
、
不
登
校
な
ど

の
問
題
を
抱
え
た
方
の
寄
り

添
い
の
場
と
し
て
相
談
室
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
措
置
に

よ
り
、
家
に
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
り
つ
ら
さ
が
増
し
て

い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
と
想

像
し
ま
す
。
地
域
の
方
か
ら

は
、
「
家
庭
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
、
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
の
ス
ト
レ
ス
が
増
し
て
い

る
」
「
テ
レ
ワ
ー
ク
で
家
族

の
ス
ト
レ
ス
が
さ
ら
に
増
え

て
い
る
」
「
家
が
安
全
と
は

い
え
な
い
子
ど
も
の
こ
と
が

心
配
だ
」
「
Ｄ
Ｖ
、
性
暴

力
、
虐
待
が
増
え
る
だ
ろ

う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
報
道
で
は
、

最
初
の
頃
は
友
達
に
会
え
な

い
こ
と
が
悩
み
の
大
半
だ
っ

た
の
に
、
今
で
は
家
族
と
ず

っ
と
一
緒
に
い
る
の
が
苦
痛

だ
と
い
う
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

学
校
や
行
政
は
コ
ロ
ナ
対
応

に
追
わ
れ
、
手
が
回
ら
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
。
地
域
で

や
れ
る
人
が
動
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
相
談
室
は
医
療
と

の
両
輪
で
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
緊
急
事
態
に
際

し
、
ど
な
た
で
も
利
用
可
能

と
し
一
般
も
学
生
と
同
額
の

30
分
ワ
ン
コ
イ
ン
５
０
０
円

と
決
め
ま
し
た
。
地
域
で
さ

ニ
ッ
ク
と
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を

や
む
な
く
閉
鎖
し
、
妊
婦
健

診
や
安
全
な
中
絶
の
提
供
を

中
止
す
る
国
も
少
な
く
な

い
。
一
斉
休
校
に
よ
っ
て
性

教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
中
止
し
、

思
春
期
の
若
者
へ
の
コ
ン
タ

ク
ト
が
取
り
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
地
域
も
多
い
。

　
３
月
30
日
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の

ア
ル
バ
ロ
・
ベ
ル
メ
ホ
事
務

局
長
は
次
の
声
明
を
出
し

た
。

 

（
編
集
部
）

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
）

の
流
行
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
史
上

最
大
の
難
局
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
誰

も
差
別
し
ま
せ
ん
。
世
界
的

危
機
が
全
て
の
人
々
の
生
活

に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
が
私
た
ち

の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に

及
ぼ
す
影
響
は
過
去
最
大
に

な
る
で
し
ょ
う
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

の
使
命
、
つ
ま
り
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ

ケ
ア
）
を
提
供
す
る
こ
と
、

そ
し
て
女
性
と
少
女
の
権
利

を
擁
護
し
促
進
す
る
と
い
う

責
務
は
、
す
で
に
強
く
差
し

迫
っ
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
こ
の
状
況
下
で

私
た
ち
の
任
務
は
か
つ
て
な

い
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
危
機
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
世
界
中
の
人
々
の

健
康
を
脅
か
す
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
っ
て
最
大
の
被
害
を

受
け
る
の
は
貧
困
層
と
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

な
人
々
で
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が

日
々
、
支
援
を
届
け
よ
う
と

し
て
い
る
人
々
で
す
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
事
務
局
長
と

善
の
形
で
提
供
し
よ
う
と
今

も
働
い
て
い
る
人
々
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
こ
の
困
難
な
時
局
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
支
援
と
連
帯
の
気
持
ち
を

込
め
て
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長

 

ア
ル
バ
ロ
・
ベ
ル
メ
ホ

し
て
、
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
終
わ
る
ま
で
、
全
加
盟
協

会
を
支
援
す
る
こ
と
が
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
の
最
優
先
事
項
で
あ
る

と
こ
こ
に
明
言
し
ま
す
。

（
中
略
）

　
医
療
従
事
者
へ
の
支
援
、

活
動
す
る
皆
さ
ん
へ
の
支
援

は
、
啓
発
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
広
報
活
動
）

で
も
継
続
し
て
拡
充
し
ま

す
。
人
々
へ

の
支
援
が
従

来
に
も
増
し

て
緊
急
に
必

要
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
で

す
。

　
自
分
自
身

の
リ
ス
ク
も

顧
み
ず
、

人
々
が
必
要

と
す
る
Ｓ
Ｒ

Ｈ
ケ
ア
を
最

ッ
ク
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
重
き
を
置
く
の

が
避
妊
、レ
イ
プ
で
す
が
、こ

の
状
況
下
、
き
ち
ん
と
避
妊

し
た
い
方
に
は
ピ
ル
や
緊
急

避
妊
薬
の
正
し
い
情
報
を
お

届
け
し
た
い
で
す
し
、
妊
娠

継
続
や
中
絶
を
悩
ま
れ
て
い

る
方
へ
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

を
い
ち
早
く
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
非
医
療
者
と

の
連
携
も
大
変
重
要
で
す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
少
し
前

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
導

入
し
て
お
り
、
ピ
ル
相
談
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
さ

ら
に
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
誰
か

と
会
う
機
会
が
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
話
す
こ
と
だ
け

で
も
救
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
三
者

と
の
関
わ
り
は
と
て
も
大
切

で
す
。
怒
っ
た
り
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
す
る
の
は
自
身
を

守
る
た
め
の
サ
イ
ン
で
あ
り

「
責
め
ず
に
サ
イ
ン
を
出
し

て
い
る
自
分
を
認
め
ま
し
ょ

う
」
と
伝
え
た
い
で
す
。

　
今
ま
で
の
相
談
室
を
通
し

て
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な

っ
て
い
る
の
が
、
発
達
特
性

で
す
。
月
経
痛
、
月
経
前
症

候
群
（
Ｐ
Ｍ
Ｓ
）
は
月
経
に

伴
う
症
状
で
す
が
、
背
景
に

発
達
特
性
が
あ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
イ
ン

を
受
け
止
め
自
己
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
必
ず
未
来
に
希

望
が
持
て
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
自
分
の
意
見
が

言
え
ず
、
自
己
肯
定
感
が
低

く
、
波
風
立
て
な
い
よ
う
に

生
き
て
き
た
子
ど
も
が
、
こ

の
状
況
で
爆
発
し
た
と
し
ま

す
。
家
族
間
で
抱
え
込
ま
ず

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ
れ
ば
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
手
に
入

れ
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
は

ず
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
人

は
つ
な
が
り
を
求
め
て
生
き

て
い
け
ば
道
は
開
け
ま
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
は
政
治
・
経
済

や
一
人
一
人
の
人
生
観
・
価

値
観
を
ひ
っ
く
り
返
す
ほ
ど

の
威
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
と
き
、
そ
れ
以
前
の
自

分
よ
り
自
分
ら
し
く
な
っ
た

と
思
え
れ
ば
、
生
き
づ
ら
さ

を
克
服
で
き
た
時
期
と
し
て

刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

　
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
自
身

も
そ
う
な
れ
る
よ
う
、
目
の

前
の
人
を
エ
ン
パ
ワ
ー
で
き

る
よ
う
精
一
杯
の
こ
と
を
し

た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

船
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
思
春
期

保
健
相
談
士
Ⓡ
・
薬
剤
師

 

船
津
　
裕
子

ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
し
て
い

る
方
や
グ
ル
ー

プ
と
も
情
報
交

換
を
し
つ
つ
、

つ
な
が
り
合

い
、
そ
の
中
で

婦
人
科
ク
リ
ニ

い
る
「
東
京
都
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
４
月

１
日
に
日
本
生
殖
医
学
会

が
、
不
妊
治
療
の
延
期
を
選

択
肢
と
し
て
患
者
に
提
示
す

る
よ
う
推
奨
す
る
と
の
声
明

を
発
信
し
た
こ
と
で
、
不
妊

治
療
を
進
め
て
い
る
女
性
か

ら
の
相
談
が
増
え
て
い
る
。

　
本
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
可
能
性

の
あ
る
患
者
を
診
察
す
る
施

設
で
は
な
い
が
、
低
用
量
経

口
避
妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
や
低
用

量
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ

ス
チ
ン
（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）
剤
を
服

用
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
通

常
よ
り
も
多
く
受
診
し
て
い

る
。
幸
い
に
も
、
薬
剤
の
提

供
な
ど
が
滞
る
現
状
は
な
い

が
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市

封
鎖
）
で
受
診
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
困
る
と
い
う
率
直

な
声
が
聞
こ
え
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
が
拡
大
す
る
現
状

に
あ
っ
て
も
、
「
計
画
し
て

い
な
い
／
予
期
し
て
い
な
い

妊
娠
」
を
待
っ
て
は
く
れ
な

い
。
ま
た
国
が
通
知
を
出
し

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

実
施
す
る
に
も
、
医
療
従
事

者
は
施
設
内
活
動
の
手
を
緩

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３ 

．
緊
急
避
妊
薬
・
低
用
量

経
口
避
妊
薬
を
提
供
す
る

施
設
情
報
の
発
信

　
緊
急
避
妊
は
、
避
妊
し
な

か
っ
た
／
失
敗
し
た
、
レ
イ

プ
被
害
に
遭
っ
た
な
ど
の
場

合
に
用
い
る
方
法
で
、
性
交

後
72
時
間
以
内
の
緊
急
避
妊

薬
服
用
、
ま
た
は
１
２
０
時

間
以
内
の
銅
付
加
子
宮
内
避

希
望
者
に
情
報
提
供
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
緊
急
避
妊
薬
を
入

手
し
た
い
場
合
に
は
施
設
に

連
絡
を
取
り
、
①
緊
急
避
妊

の
受
け
入
れ
が
可
能
か
②
診

療
時
間
・
予
約
な
ど
受
診
の

ル
ー
ル
③
使
用
す
る
緊
急
避

「
３
密
」
に
該
当
す
る
可
能

性
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
一
部
、
延
期
の
決
定
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
で
も
開
催
で
き
る
準
備

を
整
え
る
と
と
も
に
、
ｗ
ｅ

ｂ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
積
極

的
に
検
討
し
て
い
く
。

２ 

．
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
提
供
の
最
前

線
は
日
常
業
務
を
継
続
し

ま
す

　
診
療
と
相
談
、
広
報
啓
発

を
主
務
と
す
る
家
族
計
画
研

究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従
来
と

変
わ
ら
な
い
日
常
業
務
を
継

続
し
て
い
く
。

　
東
京
都
か
ら
委
託
さ
れ
て

妊
具
挿
入
の
二
つ
が
あ
る
。

　
本
会
で
は
、
19
年
９
月
か

ら
緊
急
避
妊
の
希
望
者
に
向

け
た
「
検
索
サ
イ
ト
」

（https://w
w
w
.jfpa-

clinic.org/s/

）
を
立
ち
上

げ
た
。
施
設
検
索
に
便
利
な

機
能
を
盛
り
込
ん
で
あ
る
。

妊
薬
に
つ
い
て
④
値
段
―
な

ど
を
確
認
す
る
よ
う
促
し
て

ほ
し
い
。

ＩＰＰＦ 事務局長
アルバロ・ベルメホ氏

クリニックでの
相談の様子

日本産婦人科感染症学会
（http://jsidog.kenkyuukai.jp/information/）
・ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）につ
いて妊娠中ならびに妊娠を希望される方へ 

厚生労働省 新型コロナウイルス感染症について
・ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策
～妊婦の方々へ～
（https://www.mhlw.go.jp/content/
11925000/000620977.pdf）
～妊娠中の女性労働者などへの配慮について～　
（企業向け）
（https://www.mhlw.go.jp/content/
11602000/000620757.pdf）

・ 「妊婦の方々などに向けた新型コロナウイルス
感染症対策」をとりまとめました
（ht tps : / /www .mhlw .go . j p /s t f /
newpage_10653.html）

国立成育医療研究センター
（https://www.ncchd.go.jp/index.html）
慢性疾患をお持ちの妊婦さんや、子育て中のご家
族向けの情報を提供しています。

妊産婦さんに情報提供する際に
下記もご紹介ください

Ｓ
Ｒ
Ｈ
ケ
ア
提
供
と
女
性・少
女
の
権
利
擁
護
へ
の
支
援
を
明
言

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
声
明
、緊
急
事
態
宣
言
の

全
国
拡
大
を
受
け
て

こ
の
困
難
な
状
況
に

 
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

〜
新
型
コ
ロ
ナ
世
界
的
ま
ん
延
に
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
声
明
〜

婦人科クリニックでの
 女性向け相談の取り組み

～地域での対応事例～

新型コロナ対策下

新型コロナ関連情報

本
会
北
村
理
事
長
が
声
明
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意
図
し
な
い

妊
娠
の
リ
ス
ク

　
女
性
の
身
体
に
生
ま
れ
、

そ
の
後
性
自
認
が
男
性
へ
移

行
し
て
い
く
人
は
欧
米
で
ト

ラ
ン
ス
マ
ス
キ
ュ
リ
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
性
転
換
手

術
な
ど
を
受
け
な
い
限
り
女

性
生
殖
器
の
機
能
が
残
さ
れ

て
い
る
の
で
意
図
し
な
い
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
性
別
違
和
や

自
己
暗
示
と
の
葛
藤
が
続
く

状
況
に
あ
る
人
は
一
般
女
性

対
象
の
避
妊
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
対
す
る
受
け
止
め
方
は

か
な
り
違
う
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
米
国
ボ
ス

ト
ン
市
の
複
数
の
大
学
は
こ

の
課
題
を
共
同
で
調
査
し
ま

し
た
。
一
対
一
の
深
層
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
、
18
〜
29

歳
の
ト
ラ
ン
ス
マ
ス
キ
ュ
リ

ン
を
自
認
し
、
過
去
５
年
間

に
男
性
パ
ー
ト
ナ
ー
（
身
体

の
性
も
男
性
）
を
持
つ
21
人

を
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
自

分
自
身
が
避
妊
す
る
場
合
に

は
、
性
別
違
和
感
を
起
こ
さ

な
い
方
法
、
月
経
を
抑
え
る

効
果
が
強
い
方
法
、
男
性
ホ

ル
モ
ン
剤
の
効
果
に
影
響
し

な
い
方
法
、
具
体
的
な
避
妊

薬
と
し
て
は
皮
下
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
好
ん
で
使
用
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

男
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
コ
ン
ド

ー
ム
の
使
用
は〝
避
妊
〞を
感

じ
さ
せ
な
い
の
で
好
ま
れ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
じ
て

避
妊
法
に
関
す
る
正
確
な
情

報
に
乏
し
く
、
例
え
ば
月
経

が
来
な
い
期
間
は
妊
娠
し
な

い
と
信
じ
て
い
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。こ
の
傾
向
は
、

　
高
度
生
殖
補
助
医
療
に
お

け
る
進
化
と
言
え
る
も
の
の

一
つ
に
、
採
卵
後
の
胚
（
受

精
卵
）
凍
結
・
融
解
方
法
の

進
歩
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
２
０
０
８
年
の
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
会
告
に
よ

り
原
則
胚
移
植
数
は
１
個
に

制
限
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
方

法
で
す
。
一
般
的
に
凍
結
保

存
期
間
は
１
年
、
そ
の
後
は

更
新
の
手
続
き
と
管
理
料
が

必
要
と
な
り
、
更
新
し
な
い

場
合
は
廃
棄
と
な
る
よ
う
で

す
。

ま
し
た
。

　
子
宮
に
戻
し
た
卵
が
全
て

出
産
に
至
る
と
い
う
の
は
と

て
も
幸
運
な
こ
と
な
の
で
す

が
、
相
談
者
に
と
っ
て
は
余

剰
胚
が
よ
り
リ
ア
ル
に
現
実

の
子
ど
も
や
命
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
て
、
私
に
も
そ
の
思

い
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
自
分
の
命
と

引
き
換
え
に
出
産
す
る
よ
う

な
巷ち

ま
た
の
話
を
自
分
の
人
生
に

取
り
入
れ
る
必
要
は
な
く
、

あ
な
た
自
身
の
体
と
命
を
優

先
し
て
考
え
て
よ
い
こ
と
も

お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
幸
い
夫
婦
間
の
関
係
性
も

良
く
、
彼
女
の
考
え
や
気
持

ち
を
夫
も
よ
く
理
解
し
、
一

緒
に
共
有
で
き
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
具
体
的
に
一
つ
一

つ
ゆ
っ
く
り
お
話
を
伺
っ
た

後
で
「
今
回
は
１
個
だ
け
残

す
こ
と
に
し
て
後
は
も
う
少

し
ゆ
っ
く
り
考
え
て
決
め
ま

す
。
時
間
を
か
け
れ
ば
決
め

ら
れ
そ
う
で
す
」
と
は
っ
き

り
話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　
高
度
生
殖
補
助
医
療
が
よ

り
身
近
に
な
り
凍
結
保
存
が

技
術
的
に
は
半
永
久
的
に
可

能
と
い
わ
れ
る
中
、
精
子
や

受
精
前
の
卵
子
を
含
め
た

「
私
（
た
ち
）
の
凍
結
し
て

あ
る
○
○
」
を
ど
の
よ
う
に

考
え
扱
う
の
か
？
　
医
療
者

に
質
問
し
て
も
答
え
を
得
ら

れ
に
く
い
内
容
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
相
談
者
個
々
の
倫
理
観
や

宗
教
観
も
含
め
て
共
に
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

（
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
相
談
員

 

関
口
　
淳
子
）

　
相
談
者
は
30
代
後
半
、

「
２
人
目
妊
娠
中
の
妊
娠
中

毒
症
、
そ
の
後
に
内
臓
疾
患

を
患
っ
た
た
め
、
今
後
の
出

産
は
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
。

し
か
し
、
凍
結
胚
が
あ
と
６

個
残
っ
て
い
る
。
自
分
で
も

３
人
目
の
出
産
は
体
力
的
に

無
理
な
気
も
す
る
し
、
夫
も

こ
れ
以
上
の
出
産
に
は
反
対

だ
が
、
な
か
な
か
踏
ん
切
り

が
つ
か
ず
何
年
か
凍
結
胚
の

管
理
料
を
払
っ
て
き
た
。
ち

ょ
う
ど
更
新
時
期
が
迫
っ
て

き
て
今
後
の
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た
。

凍
結
胚
を
廃
棄
す
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
命
を
葬
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
意

識
し
て
し
ま
う
。
ど
ん
ど
ん

更
新
期
日
も
迫
り
焦
っ
て
い

る
し
、
病
院
は
ど
う
す
る
か

決
め
た
ら
連
絡
を
、
と
言
う

だ
け
で
相
談
で
き
な
い
。
ど

う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
病
院
側
も
す
で
に
２

人
子
ど
も
が
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
、
揺
れ
る

彼
女
の
思
い
に
寄
り
添
え
な

い
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
２
人
の
子
ど
も
た
ち
も
体

外
受
精
に
よ
る
も
の
で
、
移

植
し
た
胚
が
全
て
出
産
ま
で

到
達
（
成
功
率
１
０
０
％
）

し
た
こ
と
、
相
談
者
自
身

が
、
前
回
の
妊
娠
で
の
ト
ラ

ブ
ル
や
病
気
の
た
め
と
は
い

え
、
自
分
を
守
る
た
め
に
次

の
妊
娠
を
断
念
す
る
こ
と

が
、
悪
い
こ
と
の
よ
う
に
感

じ
る
価
値
観
を
持
っ
て
い
た

こ
と
、
凍
結
胚
を
全
て
維
持

す
る
の
は
金
銭
的
に
無
理
だ

が
、
１
個
だ
け
な
ら
あ
と
何

年
か
支
払
え
そ
う
な
こ
と
な

ど
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

特
に
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
常
用

す
る
人
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
別

の
研
究
報
告
（T

aub,
2020

）
に
よ
る
と
、
男
性

ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し
て
い
る

ト
ラ
ン
ス
マ
ス
キ
ュ
リ
ン
の

被
験
者
32
人
に
対
し
て
12
週

に
わ
た
り
尿
中
プ
レ
グ
ナ
ン

ジ
オ
ー
ル
（
Ｐ
ｄ
Ｇ
）
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
７
人
か

ら
Ｐ
ｄ
Ｇ
高
値
（
３
日
連
続

し
て
１
㍉
㍑
当
た
り
５
㍃
㌘

以
上
で
排
卵
の
可
能
性
あ

り
）
と
こ
れ
に
続
く
出
血
が

示
唆
さ
れ
、
射
精
を
伴
う
腟

性
交
の
あ
る
場
合
は
男
性
ホ

ル
モ
ン
を
常
用
し
て
い
て
も

避
妊
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考

A
genor M

, et al. 
Perspect Sex Reprod 
Health. 2020 Jan 24.

◆ 

カ
ナ
ダ
人
女
性
の

調
査
か
ら

　
月
経
中
の
骨
盤
痛
や
痙け

い

攣れ
ん

痛
、
出
血
量
の
多
さ
、
あ
る

い
は
月
経
期
以
外
の
骨
盤
痛

や
性
交
痛
、
そ
れ
に
加
え
て

慢
性
的
な
疲
労
感
、
こ
れ
ら

の
症
状
は
子
宮
内
膜
症
に
特

徴
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
疾

患
で
も
似
た
症
状
は
重
な
る

こ
と
が
多
く
、
腹
腔
鏡
手
術

や
組
織
を
採
取
す
る
方
法
以

外
で
子
宮
内
膜
症
と
診
断
す

る
こ
と
を
難
し
く
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
何
ら
か
の

症
状
が
出
て
か
ら
診
断
・
治

療
ま
で
ど
の
程
度
の
期
間
の

遅
れ
が
あ
り
、
そ
の
と
き
の

診
療
科
と
診
断
方
法
、
ま

た
、
子
宮
内
膜
症
で
は
な
い

患
者
と
症
状
に
違
い
は
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
ら
を
調
査
す
る
目
的

で
、
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
大
学

産
婦
人
科
の
グ
ル
ー
プ
は
３

つ
の
カ
ナ
ダ
人
一
般
女
性
の

調
査
パ
ネ
ル
か
ら
得
た
約
３

万
人
（
18
〜
49
歳
）
の
デ
ー

タ
を
解
析
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
子
宮
内
膜
症

と
診
断
さ
れ
た
女
性
は
２
０

０
４
人
で
全
体
の
７
％
で
し

た
。
約
半
数
は
18
〜
29
歳
層

で
診
断
時
の
平
均
年
齢
は

27
・
９
歳
で
し
た
。
全
体
の

84
％
は
診
断
さ
れ
る
前
か
ら

自
覚
症
状
が
あ
り
、
症
状
発

現
か
ら
検
査
受
診
（
医
師
の

初
診
）
ま
で
の
期
間
は
平
均

で
３
・
１
年
、
初
診
か
ら
子

宮
内
膜
症
の
診
断
ま
で
は
平

均
２
・
３
年
、
通
算
す
る
と

５
・
４
年
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
約
半
数
は
産
婦
人
科
で

診
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
他
で
は
家
庭
医
（
内

科
）
19
％
、
外
科
17
％
、
不

妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
７
％
な
ど

で
、
患
者
１
人
当
た
り
約
３

人
の
医
師
に
相
談
し
て
い
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
診
断
方
法
で
は
、
臨
床
所

見
か
ら
見
た
医
師
に
よ
る
非

外
科
的
診
断
が
80
％
を
超

え
、
外
科
的
診
断
を
行
っ
た

の
は
約
30
％
だ
け
で
し
た
。

子
宮
内
膜
症
を
持
つ
患
者
の

各
症
状
の
起
こ
り
や
す
さ
を

比
較
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
最

も
高
い
の
は
月
経
期
以
外
の

骨
盤
痛
／
痙
攣
痛
（
子
宮
内

膜
症
の
な
い
女
性
と
の
オ
ッ

ズ
比
４
・
４
）
、
不
妊
（
同

４
・
１
）
、
下
腹
部
圧
迫
感

（
同
３
・
９
）、性
交
痛
（
同

３
・
０
）な
ど
の
順
で
し
た
。

　
患
者
が
経
験
す
る
症
状
の

程
度
も
高
く
、
月
経
痛
が
極

め
て
重
い
女
性
の
割
合
は
、

子
宮
内
膜
症
の
な
い
女
性
が

18
％
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て

患
者
で
は
37
％
と
約
２
倍
多

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
２
０

１
８
〜
19
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
た
自
己
記
入
式

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
診
療

歴
な
ど
で
検
証
さ
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考

Singh S, et al. J Obstet 
Gynaecol Can. 2020 Jan 
27.

◆ 

閉
経
時
期
に
与
え
る

母
乳
哺
育
の
影
響

　
一
般
に
閉
経
年
齢
は
お
お

よ
そ
50
・
５
歳
（
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
）
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
欧
米
諸
国
の
女
性

人
口
の
約
１
割
は
45
歳
ま
で

に
閉
経
を
迎
え
ま
す
。
外
科

治
療
や
薬
剤
の
副
作
用
な
ど

を
除
き
そ
の
背
景
に
は
複
雑

な
要
因
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
逆
に
早
い
閉
経
の
リ

ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
要
因
も

研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
が「
母
乳
哺ほ

育い
く

」で
す
。

　
こ
れ
ま
で
母
乳
哺
育
と
閉

経
年
齢
と
の
関
係
を
見
た
研

究
は
少
な
い
上
に
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
横
断
的
な
も
の
で

し
た
。
そ
こ
で
米
国
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
疫
学
生

物
統
計
学
部
門
の
ク
リ
ス
チ

ン
・
ラ
ン
グ
ト
ン
氏
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
１
９
８
９

年
か
ら
開
始
さ
れ
た
大
規
模

疫
学
研
究
「
ナ
ー
ス
ヘ
ル
ス

研
究
Ⅱ
」
に
参
加
す
る
約
11

万
６
千
人
の
女
性
正
看
護
師

か
ら
得
た
調
査
表
の
回
答
を

基
に
詳
細
な
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
少
な
く
と
も
１
か
月

間
母
乳
を
与
え
た
場
合
は

〝
母
乳
哺
育
あ
り
〞
と
し
、

授
乳
月
数
を
乳
児
ご
と
に
加

算
し
、
さ
ら
に
母
乳
の
み
与

え
た
期
間
、
あ
る
い
は
人
工

乳
と
の
併
用
を
含
め
た
総
授

乳
期
間
に
分
け
て
解
析
し
ま

し
た
。
比
較
対
照
は
、
母
乳

哺
育
の
期
間
が
１
か
月
未
満

で
す
。

　
そ
の
結
果
、
１
７
０
万
人

年
の
追
跡
期
間
に
早
い
閉
経

（
45
歳
未
満
12
か
月
無
月

経
）
が
報
告
さ
れ
た
の
は
２

５
７
１
人
（
２
・
４
％
）
で

し
た
。
対
照
を
１
と
し
た
場

合
の
早
い
閉
経
の
ハ
ザ
ー
ド

比
は
、
母
乳
＋
人
工
乳
総
授

乳
期
間
１
〜
６
か
月
、
７
〜

12
か
月
、
13
〜
18
か
月
、
19

〜
24
か
月
で
そ
れ
ぞ
れ
、

０
・
99
、
０
・
87
、
０
・

81
、
０
・
80
、
０
・
73
、
同

様
に
母
乳
だ
け
の
授
乳
期
間

で
見
る
と
、
０
・
93
、
０
・

67
、
０
・
72
、
０
・
77
（
19

か
月
以
上
）
と
な
り
、
授
乳

期
間
が
長
い
ほ
ど
早
い
閉
経

の
リ
ス
ク
は
低
く
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し

有
意
差
（
95
％
）
で
見
る

と
、
授
乳
期
間
が
７
か
月
以

上
は
全
て
有
意
、
そ
れ
未
満

は
有
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
特
徴

的
な
こ
と
は
、
１
児
、
２

児
、
３
児
の
い
ず
れ
の
場
合

で
も
母
乳
に
よ
る
授
乳
期
間

が
７
〜
12
か
月
で
リ
ス
ク
は

最
も
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

参
考
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Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
処
方
が
私
の
医
師
人
生
を
ど
う
変
え
た
か 

②

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

い
つ
か
月
経
痛
の
薬
を

 

発
明
し
た
い

門
間
　
美
佳

藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
ん
ま（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

広 告

第
26
話

「
な
ぜ
中
絶
で
後
始
末
す

る
の
で
す
か
」

　
前
号
は
「
家
族
計
画
」
第

２
４
６
号
か
ら
１
９
７
４
年

の
出
来
事
を
書
い
た
。
そ
の

後
４
年
の
月
日
が
流
れ
て
い

る
が
、
第
２
９
３
号
（
78
年

８
月
１
日
）
で
「
ピ
ル
」
の

文
字
を
久
し
ぶ
り
に
発
見
し

た
。
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ

ー
産
婦
人
科
の
我
妻
堯
医
長

が
、
所
属
し
て
い
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ

し
て
登
場
し
て
以
来
、
す
で

に
20
年
近
く
を
経
過
し
た
。

わ
が
国
は
、
依
然
と
し
て

「
副
作
用
の
恐
れ
」
と
か
、

「
人
体
に
有
害
」
な
ど
、
は

っ
き
り
し
た
根
拠
の
な
い
理

由
で
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
内

服
に
よ
る
避
妊
法
を
厚
生
省

（
当
時
）
が
公
式
に
認
め
て

い
な
い
。

　
世
界
の
他
の
国
で
、
政
治

的
理
由
で
家
族
計
画
そ
の
も

の
を
認
め
な
か
っ
た
り
（
例

え
ば
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
リ
ズ

ム
法
し
か
認
め
て
い
な
い
国

は
あ
る
が
、
国
の
政
策
の
中

で
家
族
計
画
を
認
め
、
比
較

的
自
由
に
人
工
妊
娠
中
絶
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
状
態
に

あ
り
な
が
ら
、
一
方
で
ピ
ル

を
避
妊
の
方
法
と
し
て
公
認

し
て
い
な
い
の
は
、
わ
が
国

だ
け
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
と
い
え
よ

う
。

　
人
口
問
題
や
母
子
保
健
の

立
場
か
ら
家
族
計
画
、
受
胎

調
節
を
政
府
、
民
間
団
体
が

血
液
の
凝
固
能
を
推
進
す
る

働
き
が
あ
り
、
ピ
ル
内
服
者

の
間
に
、
静
脈
血
栓
症
と
そ

れ
に
続
く
肺
塞
栓
、
脳
血
栓

な
ど
の
発
症
す
る
確
率
が
高

く
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
が
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
て
誇
張
さ
れ
て
宣
伝
さ
れ

た
た
め
、
一
時
的
に
は
世
界

全
体
で
ピ
ル
の
普
及
率
が
減

少
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
れ

ら
の
研
究
を
追
試
し
た
り
、

前
方
視
的
な
調
査
を
行
っ
た

り
し
た
結
果
、
ピ
ル
に
よ
っ

て
血
栓
塞
栓
を
起
こ
し
て
死

亡
す
る
確
率
は
、
あ
ま
り
高

い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

ピ
ル
に
よ
っ
て
確
実
に
妊

娠
、
出
産
を
防
ぎ
得
る
利
益

の
方
が
、
避
妊
効
果
の
低
い

方
法
を
用
い
て
失
敗
し
、
妊

娠
し
て
出
産
し
た
り
中
絶
す

る
危
険
性
よ
り
も
、
は
る
か

に
得
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
た
め
に
、
そ
の
後
も
世
界

各
国
で
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
利
益
と
リ
ス
ク
を
バ

ラ
ン
ス
に
か
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
日
本
だ

け
で
あ
る
。
血
栓
症
の
頻
度

は
、
わ
が
国
や
東
南
ア
ジ
ア

の
女
性
で
は
白
人
よ
り
も
は

る
か
に
少
な
い
こ
と
が
、
産

科
系
臨
床
の
比
較
で
、
既
に

認
め
ら
れ
て
い
る
。（
後
略
）

の
研
究
班
の

成
果
を
紹
介

し
て
い
る
。

以
下
、
引
用

で
あ
る
。

＊
＊
＊

　
い
わ
ゆ
る

ピ
ル
が
避
妊

薬
の
一
つ
と

推
進
し
て
い

る
国
々
で

は
、
先
進
国

も
途
上
国
も

避
妊
法
と
い

え
ば
、
ピ
ル

が
第
一
に
用

い
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、

海
外
の
家
族
計
画
事
情
を
視

察
し
た
人
な
ら
誰
で
も
知
っ

て
い
る
。
そ
し
て
「
日
本
は

何
故
、
ピ
ル
を
使
っ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
か
？
　
何

故
、
失
敗
し
や
す
い
方
法
を

指
導
し
て
、
中
絶
で
後
始
末

す
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う

質
問
を
受
け
た
人
も
多
い
は

ず
で
あ
る
。
（
中
略
）

　
ピ
ル
が
開
発
さ
れ
、
暫

し
ば
ら
く

経
過
し
た
後
に
、
英
国
、
つ

い
で
米
国
か
ら
、
ピ
ル
に
含

ま
れ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、

　
こ
れ
は
私
が
中
高
時
代
に

考
え
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
小
学
校
時
代
か
ら
月
経
痛

が
ひ
ど
く
、
毎
月
１
〜
２
時

間
は
保
健
室
で
休
ん
で
い
ま

し
た
。
鎮
痛
剤
も
小
学
生
が

飲
む
も
の
じ
ゃ
な
い
、
と
言

わ
れ
、
使
っ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
中
学
・

高
校
で
も
月
経
痛
は
ひ
ど

く
、
１
時
間
半
の
電
車
通
学

の
途
中
で
真
っ
青
に
な
っ
て

嘔お
う

吐と

、
途
中
下
車
、
保
健
室

で
休
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　
実
家
か
ら
徒
歩
５
分
の
と

こ
ろ
に
産
婦
人
科
医
院
が
あ

り
ま
し
た
が
、
月
経
痛
と
産

婦
人
科
が
全
く
結
び
付
か

ず
、
私
も
母
も
受
診
し
よ
う

と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
２
０
０
３
年
頃
、
先
輩
研

修
医
が
月
経
痛
に
低
用
量
経

口
避
妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
を
飲
ん

で
い
る
の
を
知
っ
て
、
初
め

て
Ｏ
Ｃ
を
処
方
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
月
経
痛
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、
月
経
量
が
劇

的
に
減
っ
て
、
本
当
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
「
な
ん
で

今
ま
で
誰
も
教
え
て
く
れ
な

か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
私
が
発

明
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
月

経
を
楽
に
す
る
薬
、
も
う
世

の
中
に
あ
っ
た
ん
だ
」
と
思

す
。
受
験
の
た
め
に
、
と
中

２
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
飲
み
始
め

た
子
が「
受
か
り
ま
し
た
！
」

と
来
た
り
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
選
手
が
「
生
理
痛
が
な
く

な
っ
て
本
当
に
楽
。
チ
ー
ム

の
み
ん
な
に
話
し
て
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
り

し
ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
飲
ん
で

仕
事
で
大
活
躍
し
昇
進
し

た
、
抜
て
き
さ
れ
た
、
と
報

告
し
て
く
れ
る
と
き
、
女
性

の
健
康
を
守
る
婦
人
科
医

冥み
ょ
う
り利

に
尽
き
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
に
は
避
妊
の

選
択
肢
が
少
な
く
、
男
性
任

せ
の
コ
ン
ド
ー
ム
が
80
％
以

上
、
対
し
て
Ｏ
Ｃ
は
わ
ず
か

４
％
で
す
。
し
か
も
、
コ
ン

ド
ー
ム
は
破
れ
た
り
は
ず
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
私
は
、
「
避
妊
は
Ｏ
Ｃ

で
、
性
感
染
症
予
防
は
コ
ン

ド
ー
ム
で
」
と
若
年
者
に
勧

め
て
い
ま
す
。

　
外
国
で
は
Ｏ
Ｃ
以
外
に
も

埋
め
込
み
や
パ
ッ
チ
、
注
射

法
、
若
年
者
で
も
使
え
る
子

宮
内
避
妊
具
な
ど
、
女
性
主

体
で
で
き
る
避
妊
の
選
択
肢

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
妊
娠
、
出
産
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
け
れ
ど
、

産
む
の
か
産
ま
な
い
の
か
、

産
む
と
し
た
ら
い
つ
産
む
の

か
を
決
め
る
主
導
権
が
女
性

に
な
い
の
が
日
本
の
現
実
な

の
で
す
。

　
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
自
分
の

生
活
に
上
手
に
取
り
入
れ

て
、
月
経
や
予
想
外
の
妊
娠

や
さ
し
さ
に  

つ
つ
ま
れ
そ
だ
つ

や
さ
し
い
こ
こ
ろ

北き
た

澤ざ
わ 

佳か

奈な

さ
ん
（
13
歳
、
和
歌
山
県
）

2020年度児童福祉週間
５月５～11日
　
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
い
て
、
国
民
全

体
で
考
え
る
た
め
に
、
毎
年
「
こ

ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を
児
童

福
祉
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
全
国
か
ら
２
８
２

９
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、

北
澤
佳
奈
さ
ん
（
13
歳
）
の
作
品

が
最
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
今
回
選
定
さ
れ
た
標
語
は
、
広

報
・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、

全
国
で
実
施
さ
れ
る
事
業
や
行
事

な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
主
唱
】
厚
生
労
働
省
、
（
社

福
）
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、

（
公
財
）
児
童
育
成
協
会

い
ま
し
た
。
10
年
近
く
悩
ま

さ
れ
て
き
た
月
経
痛
か
ら
解

放
さ
れ
た
の
で
す
!!
　
そ
の

に
振
り
回
さ
れ
ず
に
、
自
分

の
力
を
１
２
０
％
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
女
性
が
自
分
の

人
生
を
自
ら
選
択
し
、
生
き

生
き
と
社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
女
性

の
健
康
を
守
り
支
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｐ
が
月
経
困
難
症
治

療
薬
と
し
て
保
険
で
使
え
る
「
毎
月
保
健
室
で
休
ん
で
い

た
ら
、
保
健
の
先
生
に
勧
め

ら
れ
た
」
と
一
人
で
受
診
す

る
高
校
生
も
増
え
て
い
ま

反
面
、
何
と
な
く
恥
ず
か
し

く
て
Ｏ
Ｃ
を
飲
ん
で
い
る
こ

と
を
周
囲
に
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
７
年
間
Ｏ
Ｃ
を
継
続
し
、

多
忙
な
研
修
医
時
代
を
不
眠

不
休
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

女
性
医
師
や
助
産
師
、
看
護

師
な
ど
、
多
く
の
女
性
が
Ｏ

Ｃ
を
上
手
に
使
っ
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
年
ほ
ど
前
に
保

険
適
応
の
低
用
量
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
・
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン
配
合

剤
（
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）
が
発
売
さ
れ

て
か
ら
、
格
段
に
患
者
さ
ん

の
受
け
入
れ
が
よ
く
な
り
、

説
明
も
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
番
組
で
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

も
追
い
風
に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
に
な
っ
て
10
年
以
上
た

ち
ま
す
が
、
ま
だ
普
及
率
は

低
い
で
す
。

　
産
婦
人
科
医
や
医
療
従
事

者
の
女
性
は
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ

を
上
手
に
使
っ
て
、
月
経
痛

や
月
経
前
症
候
群
（
Ｐ
Ｍ

Ｓ
）
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る

の
に
、
も
っ
た
い
な
い
。
も

っ
と
多
く
の
女
性
に
安
全
性

と
効
果
を
知
っ
て
ほ
し
い
、

Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を
使
っ
て
月

経
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ

れ
て
、
社
会
で
ど
ん
ど
ん
活

躍
し
て
ほ
し
い
、
と
思
い
ま

す
。
今
で
は
高
校
の
教
科
書

に
も
載
っ
て
い
て
、
「
学
校

で
習
い
ま
し
た
。
今
度
の
試

験
範
囲
が
ピ
ル
だ
か
ら
、
本

当
に
楽
に
な
る
か
ど
う
か
飲

ん
で
み
よ
う
と
思
っ
て
」

　2001年、山梨医科大学卒。国保旭中央病院で研修後、湘南
鎌倉総合病院、横浜元町女性医療クリニックLUNA、湘南藤沢
徳洲会病院、湘南記念病院などで勤務。19年６月に藤沢女性
のクリニックもんまを開院。クリスチャンの産婦人科医。小
４・小１・年長の子育て中。

―今月の人―もんま・みか―

門間氏の性教育講演風景

初
め
て
の
Ｏ
Ｃ

も
っ
と
多
く
の
女
性
に
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
を

女
性
主
体
の
避
妊
方
法
の

 

選
択
肢
を
広
げ
た
い

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）


